








はじめに 

群としての社会生活を営む動物の母親の養育は,生命の維持という,生物としての基盤にた

つものと,群としての生活を営むための導入をすると考えられる。 

乳幼児期の子どもと母親の関係は,子どもの発達(理解・言語・自律・社会性・他)に影響を

あたえる。 

人の母子関係を考える上で,犬の母子関係の実験および観察は,示嵯に富むものがある。 

昭和 55 年度は,犬の母子相互作用の実験として子犬の隔離飼育をおこなった。 

母親の養育態度,子犬の attachment の相互'作用は,母子のおかれた条件によって差がある

ことを経験した。 

今回は,障害をもった子犬を養育する母犬を観察する機会をもったので,障害児と母親の母

子関係との関連で,考察を試み報告する。 

障害児の親の養育態度を規定する要因は,子どもの障害のタイプ・程度,親のパーソナリテ

ィ,家庭の経済的な背景など複雑である。 

しかし,健康に育っている子どもに対する態度とは,あきらかに差がある例をしばしば経験

する。 

障害児の母親の養育態度は,極端に拒否的であったり,過保護で共生状態にあるものなど様

々である。 


